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現在、平成 33年夏の移転に向け、保護

者・地域住民・学校等で構成された協議会

の中で、通学区域の見直しを検討していま

す。 

今後は、適切な時期に保護者の皆様に

ご説明する機会を設けます。 

 

 

新校舎北側に位置する中原小学校は、

平成 31年から平成 32年にかけて建替え

を行うため、ひばりが丘中学校の新校舎を

一時的に仮校舎として使用します。 

 

【お問い合わせ】 

 西東京市教育委員会 ℡ 042-464-1311（代表） 

 教育企画課 学務係（通学区域について） ℡ 042-438-4071（直通） 

  学校運営課 施設係（建替工事について） ℡ 042-438-4072（直通） 

裏面にＱ＆Ａを掲載しています。ご覧ください。 

Ⓒシンエイ／西東京市 
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保谷中学校

田無第二中学校

ひばりが丘中学校

田無第三中学校
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柳沢中学校

田無第四中学校

明保中学校

 

第５回 ひばりが丘中学校及び田無第二中学校通学区域見直し等に関する地域協議会 
資料２ 平成 29年 10月 17日   教育企画課 

  



 

 ひばりが丘中学校の移転に伴う通学区域の見直しに関するＱ＆Ａ 
 

問 通学区域の見直しはどうして行うのか？ 

○答  現在の住吉町1丁目からひばりが丘3丁目への移転となるため、これまでの通学

区域の状況、学級数のバランス、通学距離、学校規模などの観点から見直しが必要

となりました。 

 

問 これまでどのように検討を行ってきているのか。 

○答  平成 26年２月に「西東京市立中原小学校及び西東京市立ひばりが丘中学校建替準備検討協

議会」において提示された 12案の通学区域について示されました。平成 29年には、保護

者・地域住民・学校等で構成された地域協議会で、学級数や施設の状況、通学区域のわかり

やすさなどを踏まえた通学区域の検討を計 4回実施してきています。 

 

問 中学校在籍時に移転した場合、引き続き同じ中学校に通学できるのか？ 

○答  引き続き同じ中学校に通学するできるように検討しています。 

 

問 新しい通学区域はいつから適用される予定か。 

○答  平成 33年 4月入学の生徒から新通学区域となる予定です。 

 

問 移転時に影響する子供の学年はどうか。 

○答  平成 29年度の小学3年生から小学5年生は、在学中に平成33年の移転するこ

ととなります。 

 

＊現在、ひばりが丘3丁目に建設されている建物の名称は（仮称）第10中学校となっていま

すが、ひばりが丘中学校の新校舎ができるまでの間の便宜上の名称として、「（仮称）第10

中学校」としています。 


